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キ
ー
ワ
ー
ド

‥
鶴
岡
八
幡
宮

・
多
宝
大
塔

・
神
仏
分
離

・
F

・
ベ
ア
ト

小

　

山

　

正

　

文

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

-
F

・
ベ
ア
ト
の
ア
ル
バ
ム
よ
り
I

鎌
倉
は
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
ま
で
の
お
よ
そ
百
五
十
年
間
に
わ
た

り
、
武
家
政
権
最
初
の
幕
府
が
置
か
れ
て
い
た
政
治
の
中
心
地
と
し
て
あ
ま
り
に
も

有
名
で
あ
る
。
そ
の
鎌
倉
の
中
心
に
鎮
座
し
幕
府
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
社
運

隆
盛
し
た
の
が
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
こ
れ
ま
た
著
名
な
鶴
岡
八
幡
宮

(明

治
ま
で
は
鶴
岡
山
八
幡
宮
寺
と
い
っ
た
。
以
下
八
幡
宮
と
略
記
す
る
)
に
ほ
か
な
ら

な
い
¥
。
社
伝
に
よ
れ
ば
八
幡
宮
は
康
平
六
年

(
一
〇
六
三
)
八
月
、
前
後
十
二
年

合
戦
で
安
倍
頼
時

(生
年
不
詳
-

一
〇
五
七
)
・
貞
任

(
一
〇

一
九
-
六
二
)
)
・
宗
任

(生
没
年
不
詳
)
父
子
の
反
乱
を
鎮
定
し
た
源
頼
義

(九
八
八
―

一
〇
七
五
)
が
、
山

城
国
の
石
清
水
八
幡
宮
を
由
比
郷
鶴
岡
に
勧
請
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
い
う
。
そ
の

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

後
治
承
四
年

(
一
一
八
〇
)
十
月
、
鎌
倉
に
入
っ
た
頼
義
五
代
の
孫
頼
朝

(
一
一
四

七
-
九
九
)
が
、
こ
れ
を
現
在
地
の
小
林
郷
北
山

へ
遷
座
し
鶴
岡
若
宮
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
八
幡
宮
の
起
源
で
、
爾
来
同
宮
は
源
氏
の
守
護
神
と
し
て
幕
府
の

尊
崇
と
庇
護
を
う
け
大
い
に
繁
栄
し
た
こ
と
は
、
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
の
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
も
八
幡
宮
は
、
や
は
り
源
氏

の
流
れ
を
く
む
足
利
氏
を
は
じ
め
後
北
条
氏
綱

(
一
四
八
六
-

一
五
四

一
)
、
豊
臣
秀

吉

(
一
五
三
六
-
九
八
)
、
徳
川
家
康

(
一
五
四
二
-

ヱ
(
ヱ
(
)
な
ど
室
町
・戦
国

時
代
を
代
表
す
る
諸
武
将
が
保
護
の
手
を
加
え
、
戦
乱
で
失
わ
れ
た
社
殿
の
復
興
や

造
営
の
計
画
が
は
か
ら
れ
た
が
、
わ
け
て
も
家
康
の
遺
命
を
う
け
て
江
戸
幕
府
第
二

代
将
軍
徳
川
秀
忠

(
一
五
七
九
丿

一
六
三
二
)
が
、
元
和
八
年

(
一
六
二
二
)
か
ら

寛
永
三
年
(
一
六
二
六
)
に
か
け
て
行
な
っ
た
八
幡
宮
上
下
両
宮
全
体
に
お
よ
ぶ
大
々

一
九

-



二
〇

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

的
な
造
替
は
、
面
目
を
ま
っ
た
く

一
新
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
曹
。
こ
の
秀

忠
に
よ
る
か
つ
て
な
い
壮
大
な
八
幡
宮
の
全
貌
は
、
享
保
十
七
年

(
一
七
三
二
)
の

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
図

(図
版
九
)
―
や
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
刊
の

『東
海
道
名

所
図
会
』
(挿
図
)
な
ど
か
ら
も
十
分
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。
か
く
て
鎌
倉
に
聳
立
し
た
壮
麗
な
八
幡
宮
も
、
し
か
し
二
百
年
後
の
文
政
四
年

(
一
ハ
ニ

ー
)
十

一
月
十
七
日
の
火
災
で
上

宮
を
全
焼
し
、
そ
れ
よ
り
半
世
紀
を
出

な
い
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
政
策
で
、
下
宮

一
帯
に
展
開
し
て
い
た
仏
教
関
係
の
堂

塔
が
こ
と
ご
と
く
と
り
こ
わ
さ
れ
る
と
い
う
運
命
に
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
上
宮
は
焼

失
後
た
だ
ち
に
幕
府
の
直
轄
事
業
と
し
て
今
み
る
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
、
楼
門
、
回

廊
な
ど
が
文
政
十

一
年

(
一
八
二
八
)
ま
で
に
再
建
さ
れ
、
ま
た
下
宮
の
若
宮
社
と

神
楽
所

(下
拝
殿
、
舞
殿
と
も
)
は
仏
教
建
築
で
な
か
っ
た
た
め
に
撤
去
を
ま
ぬ
が

れ
た
が
、
神
楽
所
は
上
宮
の
楼
門
と
共
に
そ
の
後
大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)
九
月

一
日
の
関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
た
か
ら
、
今
は
若
宮
社
の
み
が
秀
忠
時
代
唯

一
の
建

造
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
秀
忠
に
よ
る
こ
の
八
幡
宮
の
神
仏
渾
然

一
体

と
な
っ
た
造
営
は
、
ま
さ
に
江
戸
幕
府
第
三
代
将
軍
徳
川
家
光

(
一
六
〇
四
-
五

一
)

の
あ
の
日
光
東
照
宮
の
前
駆
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
仏
教
関
係
の

建
造
物
が
明
治
に
な
っ
て
か
ら
す
べ
て
失
わ
れ
た
の
は
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念
と

い
う
ほ
か
な
い
。
こ
こ
で
秀
忠
造
営
の
八
幡
宮
に
つ
き
専
門
家
の
立
場
か
ら
関
口
欣

也
氏
が
、
次
の
ご
と
く
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
の
で
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
曹
、

も
っ
て
往
年
の
偉
観
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
し
た
い
。

寛政九年 (一七九七) の 『東海道名所図会』 に描かれた鶴岡八幡宮



家
康
は
鶴
岡
八
幡
宮
全
体
の
造
替
を
意
図
し
た
と
い
う
が
、
果
た
さ
ず
し
て
没
し

た
た
め
、
二
代
将
軍
秀
忠
は
元
和
八
年

(
一
六
二
二
)
に
造
営
を
命
じ
、
寛
永
元

年

(
一
六
二
四
)
十

一
月
十
五
日
に
上
下
両
宮
の
正
遷
宮
が
行
わ
れ
、
同
三
年
ま

で
に
諸
堂
末
社
神
輿
ま
で
造
り
終
わ
っ
た
(『鶴
岡
八
幡
宮
創
建
井
将
軍
家
御
造
営

等
々
記
』)
。
寛
永
元
年
正
遷
宮
は
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
再
興
よ
り
二
十

一
年

目
で
、
大
社
の
式
年
造
替
と
通
じ
、
大
工
は
幕
府
御
大
工
遠
江
守
藤
原
長
次
で
あ
っ

た

(鶴
岡
八
幡
宮
棟
札
銘
)
。
な
お

『本
光
国
師
日
記
』
の
寛
永
五
年
七
月
四
日
条

に
、
鈴
木
長
次
が
八
脚
門

・
上
宮

・
下
宮
の
額
字
彫
様
を
問
い
合
わ
せ
た
旨
が
み

え
、
同
年
八
月

一
日
に
幕
府
は

「鶴
岡
社
中
法
度
十

一
ヶ
条
」
を
制
定
し
た

(「鶴

岡
八
幡
宮
雑
故
記
録
写
」
)
。

こ
の
寛
永
造
営
は
現
存
の
若
宮
社
殿

・
享
保
十
七
年

(
一
七
三
二
)
境
内
絵
図
、

各
堂
社
の
図
面
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
規
模

一
新
の
全
面
造
替
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
上
下
両
宮
と
も
本
殿
の
流
造
形
式
は
変
わ
ら
な
い
が
、
上
宮
本
殿
を
九
同

社
、
下
宮
本
殿
を
五
間
社
に

(天
正
指
図
は
と
も
に
三
間
社
)
、
石
清
水
式
の
幣

殿

・
拝
殿
を
権
現
造
に
、
同
じ
く
石
清
水
式
の
上
宮
楼
門
を
大
形
の
三
間
楼
門
に

改
め
た
。
上
宮
回
廊
の
東
西
間
口
は
旧
規
だ
が
、
社
殿
を
権
現
造
に
し
た
た
め
、

南
北
奥
行
を
拡
大
し
た
。
な
お
、
上
宮
の
回
廊
で
囲
ま
れ
た
内
側
の
地
盤
は
中
世

と
同
様
に
高
く
、
こ
れ
よ
り
回
廊
の
地
盤
が
低
か
っ
た
か
ら
、
中
央
の
社
殿
は
現

状
よ
り

一
層
壮
観
で
あ
っ
た
。

日
を
み
は
る
の
は
下
宮

一
帯
の
変
化
で
あ
る
。
八
脚
門

(切
妻

・
三
棟
造
)
を
入

る
と
、
中
央
に
三
間
神
楽
所

(入
母
屋
・出
組
)
、
そ
の
前
側
東
西
に
五
間
多
宝
塔

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

(四
手
先
)
と
五
間
護
摩
堂

(入
母
屋

・
出
組
)
、
後
側
東
西
に
権
現
造
若
宮
社
殿

(出
組
)
と
五
間
経
蔵

(宝
形

・
裳
階
付
、
詰
組
三
手
先
)
、
若
宮
の
東
方
に
五
間

薬
師
堂

(入
母
屋

・
裳
階
付
、
四
手
先
)
が
た
ち
、
上
宮
に
は
前
面
東
西
に
六
角

納
経
堂
と
三
間
愛
染
堂

(と
も
に
宝
形
)
、
西
北
に
三
間
入
母
屋
社
殿
の
白
旗
社

(出
組
)
と
五
間
御
供
所

(舟
肘
木
)
が
た
つ

(以
上
、
図
面
集
成
写
に
よ
る
)
。

こ
の
よ
う
に
下
宮

一
帯
は
、
回
廊
に
囲
ま
れ
た
優
雅
な
平
安
風
の
社
頭
と

一
変
し
、

神
楽
所
を
焦
点
に
外
観

・
高
低

・
塊
量
の
異
な
る
建
築
が
群
立
し
、
力
強
い
動
的

な
壮
観
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
鶴
岡
八
幡
宮
寛
永
造
替
は
旧
規
に
拘
泥
し
な
い

桃
山
大
造
営
の
典
型
で
あ
っ
た
。
各
建
築
は
主
と
し
て
和
様

(経
蔵
は
禅
宗
様
)

の
本
格
的
な
構
造
細
部
を
具
備
し
、
丹
塗
が
施
さ
れ
、
上
下
両
宮
社
殿
が
檜
皮
葺
、

他
が
上
等
の
棚
葺
で
あ
っ
た
。

明
治
の
神
仏
分
離
で
上
下
両
宮
に
存
在
し
て
い
た
仏
堂
、
仏
塔
、
仏
像
、
仏
具
、

仏
典
の
類
が
全
部
と
り
は
ら
わ
れ
、
様
相
が

一
変
し
て
し
ま
う
八
幡
宮
に
関
し
、
せ

め
て
も
の
な
ぐ
さ
め
は
、
そ
れ
が
断
行
さ
れ
る
直
前
に
ひ
と
り
の
外
国
人
が
八
幡
宮

の
境
内
を
写
真
に
お
さ
め
て
お
い
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
外
国
人
の
名
は
イ

タ
リ
ア
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
写
真
家

F
elix
　
B
eato
(
一
八
二
五
-
没
年
不
詳
)

と
い
う
人
で
、
か
れ
が
撮
影
し
た
八
幡
宮
の
写
真
に
失
わ
れ
た
仁
王
門
、
多
宝
大
塔
。

ニ

ー

-

-



二

二

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

薬
師
堂
、
護
摩
堂
、
輪
蔵
、
鐘
楼
、
六
角
堂
な
ど
が
偶
然
写
っ
て
い
る
の
で
あ
る

(図

版
)
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
う
ち
多
宝
大
塔
だ
け
が
全
景
写
真
で
、
そ
の
他
は

一
部
分

だ
け
し
か
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
写
真
で
あ
る
か
ら
江
戸
時
代
の
絵
図

な
ど
よ
り
は
遥
か
に
正
確
か
つ
具
体
的
で
実
感
が
あ
り
、
い
ま
と
な
っ
て
は
か
け
が

え
の
な
い
実
に
貴
重
な
資
料
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

撮
影
者
の
ベ
ア
ト
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
多
い
が
、

目
下
知
ら
れ
る
足
跡
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
替
。
そ
の
生
年
は

一
八
二
五
年

(文
政
八
)
で
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
当
時
イ
ギ
リ

ス
領
で
あ
っ
た
地
中
海
の
マ
ル
タ
島
に
移
住
し
、
兄
の
ア
ン
ト
ニ
オ
と
共
に
写
真
家

を
志
す
。
一
八
五
〇
年

(嘉
永
三
)
こ
ろ
妹

マ
リ
ア
の
夫
で
や
は
り
写
真
家
の
ロ
バ
ー

ト
ソ
ン
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル

(イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
)
の
帝
国
造
幣
局
首
席

彫
版
師
に
任
命
さ
れ
た
の
を
機
に
ベ
ア
ト
も
同
行
し
ト
ル
コ
へ
移
る
。

一
八
五
五
年

(安
政
二
)
九
月
義
弟
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
と
共
に
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
。
翌
年
ロ
ン

ド
ン
で
戦
争
取
材
写
真
展
を
開
催
し
成
功
を
お
さ
め
る
。
こ
の
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
国

籍
を
取
得
し
た
模
様
。
そ
の
後
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
と
ア
テ
ネ
、
エ
ジ
プ
ト
、
パ
レ
ス
チ

ナ
の
撮
影
旅
行
を
す
る
。

一
八
五
七
年

(安
政
四
年
)
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
ス

タ
ジ
オ
を
も
っ
た
義
弟
と
兄
ア
ン
ト
ニ
オ
に
同
行
し
イ
ン
ド

へ
渡
る
。
翌
年
イ
ギ
リ

ス
陸
軍
省
の
委
嘱
を
う
け
て
セ
ポ
イ
の
反
乱
を
取
材
撮
影
し
、
報
道
写
真
家
と
し
て

の
地
位
を
確
立
す
る
。

一
八
六
〇
年

(万
延
元
)
中
国

へ
渡
り
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
軍
に
随
っ
て
ア
ロ
ー
戦
争
を
取
材
す
る
。
中
国
で

『絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
ー
ニ
ュ
ー

ス
』
の
特
派
画
家
兼
通
信
員
で
あ
っ
た
ワ
ー
グ
マ
ン
を
知
る
。

一
八
六
三
年

(文
久

三
)
春
こ
ろ
来
日
し
、
ワ
ー
グ

マ
ン
と
組
ん
で
横
浜
居
留
地
二
十
四
番
で
ス
タ
ジ
オ

「ベ
ア
ト

ー
ア
ン
ド
ー
ワ
ー
グ

マ
ン
」
を
開
設
す
る
。
翌
年

(元
治
元
)
八
月
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
連
合
艦
隊
に
よ
る
下
関
砲
撃
を
写
真
取

材
。
十

一
月
ワ
ー
グ

マ
ン
ら
と
鎌
倉
の
撮
影
旅
行
を
し
た
際
、
イ
ギ
リ
ス
第
二
大
隊

第
二
十
連
隊
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
・ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
少
佐
、
ロ
バ
ー
ト
ー

ニ
コ
ラ
ス
ー
パ
ー
ト
中
尉
と
江
の
島
で
朝
食
を
共
に
し
た
直
後
、
右
二
人
の
士
官
が

日
本
人
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
鎌
倉
事
件
が
起
き
る
。

一
八
六
七
年

(慶
応
三
)
オ

ラ
ン
ダ
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
と
富
士
登
山
を
行
な
い
写
真
撮
影
を
す
る
。
こ
の
こ

ろ
ワ
ー
グ

マ
ン
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
解
消
。

一
八
六
八
年

(明
治
元
)
イ
ギ

リ
ス
軍
兵
端
将
校
ジ
ェ
イ
ム
ス
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム

ー
マ
レ
ー
の
解
説
付
ア
ル
バ
ム

『
日

本
の
風
景
』
を
発
売
。
翌
年
横
浜
の
海
岸
通
り
十
七
番
に
写
真
館
を
開
き
自
立
の
道

を
歩
む
。

一
八
七

一
年

(明
治
四
)
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
朝
鮮
出
兵
に
従
軍
し
報
道

写
真
を
撮
る
。

一
八
七
七
年

(明
治
十
)

　

一
月
ス
テ
ィ
ル
フ
リ
ー
ド

ー
ア
ン
ド

ー
ア

ン
デ
ル
セ
ン
に
写
真
館
の
一
切
合
切
を
譲
渡
し
、

一
八
八
四
年

(明
治
十
七
)
十

一

月
二
十
九
日
離
日
す
る
。
離
日
の
理
由
は
米
相
場
の
失
敗
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ー
ダ
ン
遠
征
軍
に
随
行
し
報
道
写
真
を
取
材
す
る
。

一
八
八

六
年

(明
治
十
九
)
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
ロ
ン
ド
ン
地
区
写
真
協
会
で
講
演
を
行
な

う
。

一
九
〇
四
年

(明
治
三
十
七
)
こ
ろ
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
と

マ
ン
ダ
レ
ー
で

家
具
工
場
を
経
営
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
。
し
た
が
っ
て
ベ

ア
ト
の
没
年
、
没
齢
、
死
没
地
な
ど
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
八
十
歳
を
越
す
高
齢

で
亡
く
な
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。



東
大
震
災
で
倒
壊
後
、
昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)
に
復
旧
さ
れ
た
建
物
と
な
っ
て
い

る
か
ら
、
ベ
ア
ト
の
時
代
と
は
違
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
石

段
の
途
中
に
二
人
の
外
国
人
が
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
の
も
、
他
の
図
版
と
も
関
連
し

て
く
る
事
象
と
し
て
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
版
二
は
図
版

一
の
石
段
六
十
二
段
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
楼
門
、
回
廊

を
西
側
か
ら
眺
め
た
も
の
で
あ
る
。
楼
門
は
正
面
三
間
、
側
面
二
間
で
中
央
に
扉

一

戸
を
開
く
い
わ
ゆ
る
三
間

一
戸
で
、
石
基
壇
上
に
立
ち
、
上
層
の
あ
る
二
重
門
す
な

わ
ち
楼
門
で
あ
る
が
、
屋
根
は
上
層
の
み
で
入
母
屋
造
り
銅
板
葺
き
の
二
重
繁
垂
木

と
な
っ
て
い
る
。
円
柱
、
和
様
三
手
先
、
中
備
は
撥
束
。
上
層
に
勾
欄
を
め
ぐ
ら
し
、

中
央
上
部
に
曼
殊
院
入
道
二
品
親
王
良
恕

(
一
五
七
四
-

一
六
四
三
)
の
筆
に
な
る

「八
幡
宮
寺
」
の
額
が
上
っ
て
い
た
贅
。
秀
忠
建
立
の
楼
門
は
文
政
四
年
に
焼
失
後
、

同
十

一
年
に
写
真
の
も
の
が
再
建
さ
れ
た
が
、
関
東
大
震
災
で
前
面
に
倒
壊
し
た
。

昭
和
五
年
に
旧
材
を
用
い
い
ま
み
る
楼
門
を
再
興
し
た
の
で
、
重
文
に
は
指
定
さ
れ

て
い
な
い
。
回
廊
も
や
は
り
銅
板
葺
で
、
門
向
っ
て
右
の
一
間
か
ら
ひ
と
り
の
社
僧

が
顔
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
る
通
り
。
内
部
は
床
を
は
っ
た
間
仕
切
の

あ
る
部
屋
と
な
っ
て
い
て
、
外
側
に
蔀
戸
を
つ
り
勾
欄
を
設
け
る
。
な
お
回
廊
正
面

の
両
端
は
千
鳥
破
風
で
変
化
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
回
廊
は
中
の
本
殿
、
幣

殿
、
拝
殿
と
共
に
重
文
の
指
定
を
う
け
る
。
図
版
二
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
回
廊
の

東
側
に
宝
形
造
り
の
六
角
堂
が
写
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
堂
も
文
政
の
再
建

に
か
か
る
も
の
で
9
、
納
経
堂
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
神
仏
分
離
の
際
と

り
こ
わ
さ
れ
て
今
は
な
い
。
納
経
堂
の
別
称
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
堂
は
六

二
三

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
ベ
ア
ト
が
、
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
の
来
日
か
ら
明

治
十
七
年

(
一
八
八
四
)
の
離
日
ま
で
の
二
十
年
間
に
撮
影
し
た
日
本
各
地
の
素
朴

で
美
し
い
風
景
、
風
俗
、
風
物
、
風
習
等
々
の
古
写
真
は
、
現
在
二
四
〇
点
前
後
も

確
認
さ
れ
て
お
り
、
さ
い
わ
い
そ
れ
ら
は
横
浜
開
港
資
料
館
発
行
の

『
F

・
ペ
ア
ト

幕
末
日
本
写
真
集
』
(以
下

『写
真
集
』
と
略
す
)
に
す
べ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
賢
。

実
は
こ
の

『
写
真
集
』
の
番
号
42
か
ら
48
ま
で
の
七
枚
の
写
真
は
、
二
度
と
再
び
撮

る
こ
と
の
で
き
な
い
神
仏
分
離
以
前
の
八
幡
宮
の
姿
を
い
ま
に
伝
え
る
ま
こ
と
に
重

要
な
歴
史
的
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
あ
ら
た
め

と
り
あ
げ

(図
版
)
9
、
あ
り
し
日
の
八
幡
宮
を
し
の
び
つ
つ
若
干
の
問
題
点
に
ふ

れ
て
み
た
い
と
お
も
う
。

図
版

一
は
神
楽
所

(神
楽
殿
、
下
拝
殿
、
舞
殿
と
も
)
の
東
側
か
ら
上
宮
の
楼
門
、

回
廊
を
仰
ぎ
み
た
写
真
で
あ
る
。
石
段
の
左
手
に
は
鎌
倉
幕
府
第
三
代
将
軍
で
、
「金

槐
和
歌
集
」
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
頼
朝
の
二
男
実
朝

(
一
一
九
二
1

一
二
一
九
)

が
右
大
臣
拝
賀
の
際
。
お
い
の
若
宮
別
当
公
暁

(
一
二
〇
〇
-

一
九
)
に
よ
っ
て
殺

さ
れ
る
夜
、
石
段
を
降
り
て
く
る
実
朝
を
木
陰
で
待
っ
て
い
た
と
伝
え
る

「公
暁
隠

れ
の
大
銀
杏
」
も
写
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
景
観
は
現
在
も
あ
ま
り
変
っ
て

い
な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
よ
う
が
、
す
で
に
記
し
た
ご
と
く
楼
門
と
神
楽
所
は
関

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

一

一

一



二
四

の
模
様
、
光
背
、
蓮
弁
の
模
様
、
台
座
の
つ
く
り
に
至
る
ま
で
、
ど
う
も
似
て
非
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
お
も
え
て
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
そ
れ

は
像
が
小
泉
氏
か
ら
五
島
美
術
館

へ
移
っ
た
の
ち
、
文
化
財
修
理
を
受
け
復
原
さ
れ

た
結
果
な
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た

『神
仏
分
離
史
料
』
が
誤
っ
て
別
の
像
を
掲

載
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
識
者
の
示
教
を
え
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る

(補
記

参
照
)
。

図
版
三
は
い
ま
も
現
存
す
る
秀
忠
建
立
当
初
唯

一
の
建
造
物
で
あ
る
若
宮
社
を
南

西
方
向
か
ら
み
た
も
の
。
若
宮
社
は
八
幡
造
り
と
権
現
造
り
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
桧

皮
葺
き
和
様
の
神
社
建
築
で
、
本
社

(殿
)
は
享
保
十
七
年
の
境
内
絵
図
に
よ
れ
ば

桁
行
四
間
二
尺
、
梁
間
三
間
の
五
間
社
流
造
り
で
、
こ
れ
に
桁
行
三
間
四
尺
四
寸
、

梁
間
二
間
六
尺
の
幣
殿
、
そ
し
て
桁
行
四
間
三
尺
五
寸
、
梁
間
二
間
三
尺
七
寸
の
入

母
屋
造
り
向
拝
付
き
の
拝
殿
が
備
わ
る
。
こ
の
若
宮
社
本
社

(殿
)
下
陣
の
透
彫
り

を
施
し
た
大
形
の
手
狭
や
内
外
壁
面
の
所
狭
し
と
ば
か
り
に
唐
草
模
様
の
装
飾
が
極

彩
色
で
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
よ
く
江
戸
時
代
初
期
の
風
を
示
し
て
お
り
、

文
政
四
年
に
焼
失
し
た
こ
れ
と
同
形
式
で
、
さ
ら
に
規
模
の
大
き
か
っ
た
秀
忠
造
立

の
上
宮
本
社
、
幣
殿
、
拝
殿
も
か
く
や
と
想
像
さ
せ
る
み
ご
と
な
建
造
物
で
あ
る
。

な
お
図
版
三
の
僧
を
中
に
し
て
の
三
人
の
人
物
と
、
神
楽
所
の
石
段
で
休
む
三
人
の

外
国
人
を
こ
こ
で
も
注
意
し
て
お
き
た
く
お
も
う
。

図
版
四
。
こ
れ
は
上
宮

へ
の
石
段
を
登
る
百
方
に
あ
っ
た
輪
蔵
す
な
わ
ち
経
蔵
を
、

神
楽
所
の
正
面
あ
た
り
か
ら
斜
め
に
み
て
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
。
輪
蔵
は
裳
階
付

き
で
あ
る
た
め
外
観
は
二
重
で
、
正
側
面
と
も
各
五
間
の
宝
形
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

十
六
部
回
国
聖
た
ち
が

『法
華
経
』
、
『浄
土
三
部
経
』
、
『般
若
心
経
』
な
ど
を
写
経

し
て
、
小
型
の
金
属
製
経
筒
に
お
さ
め
こ
れ
を
奉
納
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

『新
編
鎌
倉
志
』
の
記
述
か
ら
も
知
ら
れ
る
琵
。
こ
う
し
た
納
経
堂
は
全
国
各
地
の
霊

仏
、
霊
社
、
霊
地
、
霊
山
に
必
ず
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
存
在
し
て
い
た
中
世
以
来

の
伝
統
的
な
仏
堂
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
て
、
参
詣
曼
陀
羅
や
寺
境
絵
図
に
も
よ
く
み
る

も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
、
こ
の
写
真
な
ど
は
そ
れ
を
具
体

的
に
示
す
実
に
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
六
角
納
経
堂
の
本
尊
は
聖
観
音

像
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
a
、
分
離
後
そ
の
像
は
ど
う
な
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
六
角
堂
と
楼
門
を
は
さ
ん
で
対
称
の
位
置
に
や
は
り
宝
形
造
り
三
間
四
方
の
愛

染
堂
が
、
か
つ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
残
念
な
が
ら
ベ
ア
ト
の
写
真
に
は
写
っ

て
い
な
い
。
愛
染
堂
も
六
角
堂
と
同
様
文
政
の
再
建
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
分

離
政
策
で
両
堂
は
真
っ
先
に
と
り
こ
わ
し
の
対
象
と
な
り
姿
を
消
し
た
。
た
だ
し
本

尊
の
愛
染
明
王
坐
像
は
、
い
っ
た
ん
寿
福
寺
に
お
さ
め
ら
れ
た
の
ち
、
東
京
都
あ
き

る
野
市
の
普
門
院
塔
頭
新
開
院
に
安
置
さ
れ
、
そ
こ
よ
り
さ
ら
に
小
泉
策
太
郎
氏
、

原
富
太
郎
氏
の
手
を
経
て
、
現
在
は
東
京
都
世
田
谷
区
の
五
島
美
術
館
の
所
有
と
な
っ

て
重
文
の
指
定
を
う
け
る
u
。
像
高

一
一
五

・
五
セ
ン
チ
、
台
座
高
八
九

・
〇
セ
ン

チ
の
み
る
か
ら
に
優
秀
な
鎌
倉
時
代
の
堂
堂
た
る
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
愛
染
明
王

坐
像
に
つ
き
す
こ
し
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
新
旧
両
版

『神
仏
分
離
史

料
』
に
掲
載
の

「鶴
岡
八
幡
宮
旧
愛
染
堂
愛
染
明
王
像
小
泉
策
太
郎
氏
所
蔵
」
と
あ

る
口
絵
写
真
と
、
た
と
え
ば

『
日
本
の
美
術
』
三
七
六
の
五
島
美
術
館
蔵
愛
染
明
王

坐
像
と
を
比
較
す
る
に
頭
部
の
獅
子
、
条
帛
。
胸
飾
、
瞥
釧
、
腕
釧
、
持
物
、
膝
頭



あ
る
。
境
内
絵
図
に
よ
れ
ば
護
摩
堂
は
、
桁
行
六
間
四
尺
四
寸
、
梁
間
五
間
二
尺
三

寸
と
あ
り
、
入
母
屋
造
り
の
向
拝
付
で
、
回
り
縁
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
五
間
に
四
間
の

堂
で
あ
っ
た
。
建
築
様
式
は
他
堂
と
同
じ
く
和
様
で
、
4　4
桃
は
出
組

(
一
手
先
)
。
屋

根
は
や
は
り
棚
葺
で
あ
っ
た
。
内
部
に
は
五
大
明
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
五

大
堂
と
も
い
わ
れ
た
が
鷺
、
像
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の
記
録
が
な
い
と
こ
ろ
を
み
る

と
堂
も
ろ
と
も
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
ア
ト
が
撮
影
し
た
と
き
、
こ
の
堂
に

足
場
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
そ
れ
が
修
理
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
『鶴
岡
八
幡
宮
年
表
』
を
見
て
も
そ
れ
ら
し
き

記
事
は
見
当
ら
な
い
の
で
琵
、
護
摩
堂
の
足
場
に
つ
い
て
は
何
か
別
の
理
由
を
考
え

て
み
る
必
要
も
あ
り
、
の
ち
ほ
ど
あ
ら
た
め
触
れ
て
み
た
い
と
お
も
う
。

図
版
五
は
下
宮
の
中
央
に
位
置
し
て
い
た
神
楽
所
の
全
景
で
、
こ
こ
よ
り
上
宮
を

拝
す
る
と
こ
ろ
よ
り
下
拝
殿
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
神
楽
舞
を
奉
納
す
る
場
所
で
も
あ

る
た
め
舞
殿
と
も
呼
ば
れ
る
建
物
で
あ
る
。
境
内
絵
図
に
は
桁
行
四
間
四
寸
、
梁
間

二
間
三
尺
六
寸
八
分
と
あ
り
、
正
背
面
三
間
、
両
側
面
二
間
の
入
母
屋
造
り
和
様
建

築
で
、
棚
葺
き
屋
根
の
正
背
面
は
軒
唐
破
風
と
な
っ
て
い
る
。
垂
木
は
二
重
繁
垂
木

で
、
中
備
は
裾
広
が
り
の
撥
束
で
あ
る
。
正
側
面
の
円
柱
間
に
は
す
べ
て
蔀
戸
を
つ

り
、
回
り
縁
を
め
ぐ
ら
し
て
、
正
背
面
に
石
段
を
設
け
る
な
ど
全
体
に
古
風
な
趣
き

が
あ
り
、
い
か
に
も
神
楽
所
に
ふ
さ
わ
し
い
建
造
物
と
い
え
よ
う
。
な
お
こ
の
写
真

に
も
図
版

一
や
三
で
み
た
と
同
じ
外
国
人
が
、
神
楽
所
北
東
角
の
縁
に
肘
を
つ
い
て

建
物
の
東
面
を
な
が
め
て
い
る
の
が
写
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
枚
の
撮
影
時
期
が
同

一
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
点
で
忽
諸
に
で
き
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

二
五

境
内
絵
図
に
は
そ
の
実
寸
を
六
間
七
尺
三
寸
二
分
四
方
と
記
す
。
正
面
三
間
桟
唐
戸
、

両
脇
各

一
開
花
頭
窓
。
側
面
中
央
桟
唐
戸
、
両
脇
各
二
開
花
頭
窓
で
あ
っ
た
こ
と
が

写
真
よ
り
わ
か
る
が
、
背
面
は
不
明
で
あ
る
。
柱
は
円
柱
で
、
4　4
桃
は
肘
木
の
端
を

円
弧
と
す
る
詰
組
。
上
層
部
も
詰
組
三
手
先
で
垂
木
は
扇
垂
木
と
な
っ
て
い
て
、
上

下
層
と
も
立
派
な
木
鼻
が
つ
く
。
こ
の
よ
う
な
建
築
的
諸
特
徴
よ
り
本
経
蔵
が
、
八

幡
宮
に
お
い
て
唯

一
禅
宗
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。
な
お
は
っ
き

り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
上
下
層
の
料
桃
間
に
は
絵
模
様
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て

い
る
の
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
屋
根
は
下
宮
に
あ
っ
た
他
の
仏
教
建
造
物
と
同
様
棚
葺

で
、
頂
上
に
は
三
狭
間
の
露
盤
、
伏
鉢
、
請
花
、
擦
、
宝
珠
を
の
せ
る
が
、
全
体
に

背
高
で
あ
ま
り
形
姿
の
よ
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
材
質
は
金
属
製
か
。
輪
蔵
の
名

か
ら
も
推
察
さ
れ
る
通
り
、
本
経
蔵
の
内
部
中
央
に
は
多
分
八
角
形
を
し
た
幾
段
か

の
引
出
し
式
の
収
納
箱
が
あ
り
、
そ
の
中
に

『千
字
文
』
順
に
経
典
が
お
さ
め
ら
れ
、

そ
の
八
角
形
収
納
箱
全
体
が
心
棒
で
回
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
経
典
の
ほ
う
は
神
仏
分
離
の
際
、
尼
僧
峻
海
貞
運
の
手
を
経
て
明
治
四

年

(
一
八
七

一
)
に
浅
草
観
音
浅
草
寺

へ
移
さ
れ
、
残
り
は
焼
却
処
分
さ
れ
た
と
い

う
n
。
現
在
浅
草
寺
に
は

「鶴
岳
八
幡
宮
」
の
印
記
を
み
る
折
本
装
の
元
普
寧
寺
版

一
切
経
五
四
二
八
巻
(
一
部
に
和
版
と
補
写
経
を
交
え
る
)
を
蔵
し
重
文
指
定
と
な
っ

て
い
る
R
。
経
蔵
内
に
は
四
天
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
て
こ
れ
も
同
じ
く
浅
草
寺

へ

移
安
さ
れ
た
が
。
昭
和
二
十
年

(
一
九
四
五
)
の
空
襲
で
惜
し
く
も
焼
失
し
た
。

図
版
四
に
お
い
て
今
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
輪
蔵
の
南
に
あ
っ
た
護
摩
堂

屋
根
の
北
西
先
端
部
が
写
っ
て
い
て
、
同
堂
に
は
足
場
が
か
け
ら
れ
て
い
る
事
実
で

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真



二
六

要
な

一
枚
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
八
幡
宮
の

下
宮
に
明
治
維
新
ま
で
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
多
宝
大
塔
と
、
そ
の
北
東
方
向
に
あ
っ

た
八
幡
宮
の
本
地
仏
薬
師
如
来
を
安
置
す
る
薬
師
堂
の
幕
末
古
写
真
で
、
両
者
は
共

に
徳
川
秀
忠
の
建
立
に
な
る
高
質
度
の
建
造
物
で
あ
っ
た
晋
。
四
方
三
間
の
多
宝
塔

な
ら
ば
慶
長
末
年
以
前
の
も
の
だ
け
で
も
四
十
二
基
が
現
存
す
る
が
n
、
四
方
五
間

の
多
宝
大
塔
と
な
る
と
文
明
十
二
年

(
一
四
八
〇
)
か
ら
天
文
十
六
年

(
一
五
四
七
)

ま
で
か
か
っ
て
建
立
さ
れ
た
根
来
寺
と
、
天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
の
高
野
山
金
剛

峯
寺
西
塔
の
わ
ず
か
に
二
基
が
琵
、
江
戸
時
代
以
前
の
そ
れ
と
し
て
知
ら
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
か
ら
、
八
幡
宮
の
多
宝
大
塔
が
明
治
に
入
っ
て
か
ら
と
り
こ
わ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
惜
し
く
か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

あ
り
し
日
の
八
幡
宮
大
塔
は
、
塔
の
前
で
拝
礼
を
と
げ
る
人
た
ち
の
背
丈
か
ら
推

し
測
っ
て
も
わ
か
る
通
り
、
高
さ
優
に
六
尺
は
あ
ろ
う
か
と
お
も
わ
れ
る
広
縁
を
四

周
に
ま
わ
し
、
四
方
各
正
面
に
石
階
十
級
を
と
り
つ
け
て
い
た
。
各
方
五
間
の
う
ち

中
三
間
板
唐
戸
、
両
脇

一
間
連
子
窓
と
な
っ
て
い
て
、
柱
は
角
柱
、
料
桃
は
出
組

一

手
先
で
完
全
な
和
様
で
あ
っ
た
。
中
備
は
五
間
と
も
動
植
物
を
内
側
に
彫
刻
し
た
墓

股
を
用
い
る
が
、
め
ず
ら
し
い
の
は
墓
股
と
4　4
桃
の
上
下
に
絵
模
様
を
、
ま
た
貫
と

長
押
と
の
間
に
も
宝
相
華
文
を
描
き
込
ん
で
い
る
こ
と
で
、
本
塔
に
お
け
る
ひ
と
つ

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
垂
木
は
上
下
層
と
も
二
重
繁
垂
木
で
、
尾

垂
木
の
各
先
端
に
は
上
下
あ
わ
せ
計
八
個
の
風
鐸
が
っ
ら
れ
る
。
上
層
の
組
物
は
木

太
い
み
ご
と
な
四
手
先
で
、
ほ
ど
よ
く
表
出
さ
れ
て
い
る
饅
頭
形
の
上
部
に
は
、
立

派
な
張
出
し
勾
欄
が
軸
部
を

一
周
し
て
い
て
、
東
南
西
北
の
四
ヶ
所
に
出
入
口
を
設

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

神
楽
所
は
若
宮
社
と
共
に
秀
忠
建
立
当
初
の
建
造
物
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
関
東
大

震
災
で
惜
し
く
も
倒
壊
し
、
現
在
は
銅
板
葺
き
吹
放
ち
の
蔀
戸
も
な
い
昭
和
五
年
の

建
築
に
変
っ
て
い
る
。

図
版
六
も
図
版
五
と
同
様
神
楽
所
で
あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
そ
の
撮
影
さ
れ
た
日

や
時
間
帯
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
注
意
し
た
い
。
そ
の
事
実
が
わ
か
る
諸
点
を
あ

げ
る
な
ら
ば
、
第

一
に
屋
根
の
棚
材
が
、
図
版
五
で
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い
の
に
、
図

版
六
で
は
か
な
り
傷
ん
で
い
る
。
第
二
に
正
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
数
枚
の
扁
額
が
、

図
版
五
に
は
あ
っ
て
図
版
六
に
は
み
ら
れ
な
い
。
第
三
に
正
面
中
央
の
蔀
戸
が
図
版

五
で
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
図
版
六
で
は
開
い
て
い
る
。
第
四
に
図
版
五
や
図
版

三
の
神
楽
所
に
か
け
ら
れ
て
い
る
は
し
ご
が
、
図
版
六
で
は
は
ず
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
は
し
ご
が
た
て
か
け
ら
れ
て
い
た
位
置
に
四
角
の
穴
を
う
が
っ
た
大
き
な
礎
石
ら

し
き
も
の
が
あ
る
。第
五
に
図
版
五
に
は
な
い
床
几
の
よ
う
な
台
が
東
側
の
縁
に
添
っ

て
い
く
つ
か
置
か
れ
て
い
る
。第
六
に
登
場
人
物
の
人
数
も
顔
ぶ
れ
も
両
者
で
は
ま
っ

た
く
違
う
。
第
七
に
図
版
五
の
太
陽
光
線
は
神
楽
所
の
東
面
を
照
し
て
い
る
の
に
対

し
、
図
版
六
で
は
南
面
で
、
前
者
は
午
前
、
後
者
は
午
後
の
撮
影
で
あ
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
ど
も
よ
り
、
図
版
五
と
図
版
六
は
同
じ
神
楽
所
で
あ
り
な

が
ら
、
撮
影
の
日
時
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
、
し
た
が
っ
て
ベ
ア
ト
は
す

く
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
り
八
幡
宮
を
撮
影
し
た
の
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
と
い
え
よ

う
・
そ
の
時
期
が
い
つ
と
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
。ま
た
触
れ

る
で
あ
ろ
う
。

図
版
七
は
ベ
ア
ト
が
残
し
て
く
れ
た
八
幡
宮
の
写
真
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
重



月
光
両
菩
薩
立
像
、
左
右
六
躯
づ
つ
の
十
二
神
将
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
神
仏

分
離
で
こ
の
薬
師
堂
も
と
り
こ
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
、
安
置
諸
像
は
近
く
の

寿
福
寺

へ
移
さ
れ
た
が
、
現
在
は
東
京
都
あ
き
る
野
市
普
門
院
塔
頭
新
開
院
の
所
蔵

と
な
っ
て
い
る
詣
。
こ
れ
ら
の
諸
像
に
つ
き
三
浦
勝
男
氏
は
次
の
よ
う
な
報
告
を
な

さ
れ
て
い
る
芸
。

木
造
薬
師
三
尊
像
は
、
造
立
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
室
町
時
代
も
し
く
は
近
世
の

所
作
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
像
の
体
内
に
は
木
片
の
銘
札
と
お

も
わ
れ
る
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
と
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
が
、
脇

侍
の
日
光

・
月
光
両
像
の
台
座
底
面
に
、
元
和
五
年

(
一
六

一
九
)
の
次
の
銘
が

よ
み
と
れ
る
。
像
高
、
中
尊
八
四
m
、
日
光

一
〇
三
・五

m
、
月
光

一
〇
五
・五

m
。

奉

　

再

　

興

日
光
月
光
井
十
二
神
将

護
持
信
心
施
主
無
病
延
命
子
孫
繁

口施
主

元
和
五
紀
年
七
月
十
三
日

　　　

伊
藤
右
馬
允
政
世

ま
た
、
像
高
一
m
前
後
の
十
二
神
将
像
の
各
台
座
畏
に
も
、
殆
ん
ど
同
文
の
次

の
銘
が
あ
る
。

奉
’
再

　

興

日
光
月
光
井
十
二
神
将

右
為
護
持
信
心
施
主
無
病
延
命
子
孫
繁
昌
也

元
和
五
紀
年
七
月
十
三
日

　

施
主

　

伊
東
右
馬
允
政
世

け
て
い
る
の
が
望
見
で
き
る
。
こ
の
大
塔
の
下
層
内
部
に
は
五
智
如
来
が
安
置
さ
れ

て
い
た
と

『新
編
鎌
倉
志
』
に
み
え
て
い
る
が
、
分
離
の
さ
い
塔
と
共
に
破
壊
さ
れ

た
の
か
行
方
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。
な
お
ベ
ア
ト
に
は
す
ぐ
あ
と
で
紹
介
す
る

ご
と
く
図
版
七
と
は
別
に
同
じ
八
幡
宮
の
多
宝
大
塔
写
真
が
存
し
て
い
て
、
軽
視
し

が
た
い
ひ
と
つ
の
問
題
点
を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
な
る
。

図
版
七
に
は
す
で
に
記
し
た
ご
と
く
大
塔
と
共
に
入
母
屋
造
り
、
裳
階
付
き
の
重

厚
な
薬
師
堂
が
、
塔
の
左
後
方
に
写
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
薬
師
堂
こ
そ
が

明
治
維
新
ま
で

「鶴
岡
山
八
幡
宮
寺
」
と
い
わ
れ
て
い
た
同
宮
の
本
地
仏
を
安
置
す

る
も
っ
と
も
重
要
な
い
わ
ば
本
堂
に
相
当
す
る
建
物
で
。
本
地
堂
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。
薬
師
堂
の
外
観
は
多
宝
大
塔
や
輪
蔵
と
同
様
に
重
層
建
築
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
室
内
を
広
く
す
る
た
め
に
裳
階
を
付
け
、
そ
の
裳
階
部
分
に
屋

根
を
の
せ
た
の
で
、
あ
た
か
も
二
重
屋
根
の
建
物
の
ご
と
き
感
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
元
来
薬
師
堂
の
場
合
は
、
身
舎
が
正
面
三
間
、
側
面
二
間
で
、
こ
れ
に

周
囲
各

一
間
の
裳
階
が
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
外
か
ら
み
た
薬
師
堂
の
柱
間
は

正
面
五
間
、
側
面
四
間
と
な
り
、
境
内
絵
図
に
は
薬
師
堂
の
実
長
を
桁
行
七
間
四
尺

八
寸
、
梁
間
六
間
二
尺
四
寸
と
記
す
か
ら
、
境
内
で
も
っ
と
も
大
き
な
建
造
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
堂
も
や
は
り
和
様
で
下
層
裳
階
部
は
簡
素
な
出
組

一
手
先
。

中
備
は
撥
形
の
間
斗
束
。
二
重
繁
垂
木
で
、
外
部
正
側
面
の
柱
間
に
は
出
入
口
を
除

き
腰
板
が
は
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
か
ら
、
吹
放
し
の
感
が
し
た
の
で
は
な

い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
上
層
部
も
二
重
繁
垂
木
で
あ
っ
た
が
、
4　4
桃
は
重
量
感
に
富

ん
だ
四
手
先
と
な
っ
て
い
る
。
身
舎
内
陣
に
は
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
脇
侍
日
光

。

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

二
七
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こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
な
通
り
。
旧
薬
師
堂
の
日
光
・
月
光

・
十
二
神
将
の
諸
像
は
、

秀
忠
が
八
幡
宮
全
体
の
造
替
を
命
じ
た
元
和
八
年

(
一
六
二
二
)
に
先
立
つ
同
五
年

の
再
興
造
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
へ
ん
施
主
の
伊
藤

(東
)
右

馬
允
政
世
の
こ
と
ど
も
と
も
あ
わ
せ
今
後
の
究
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
七
枚
が
横
浜
開
港
資
料
館
発
行
の

『
写
真
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
八
幡

宮
の
幕
末
古
写
真
で
あ
る
が
、
実
は
さ
き
に
も
寸
言
し
た
ご
と
く
ベ
ア
ト
に
は
、
こ

れ
以
外
に
八
幡
宮
の
多
宝
大
塔
を
撮
影
し
た
写
真
が
も
う

一
枚
遺
存
す
る
。
項
を
あ

ら
た
め
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

二
八

う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
こ
の

一
枚
を
含
む
も
と

の
ア
ル
バ
ム

一
冊
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
所
有
だ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
よ
う
。

関
口
欣
也
氏
著

『鎌
倉
の
古
建
築
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
同
じ
写
真
が
イ
ギ
リ
ス

の
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー

・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
に
も
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に

「F

・
ベ

ア
ト
撮
影
」
と
明
記
し
て
あ
る
芸
。
し
か
し
は
た
し
て
こ
れ
が
真
に
ベ
ア
ト
の
撮
影

に
な
る
も
の
か
ど
う
か
疑
問
視
す
る
む
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
二
、
E
の

証
拠
を
あ
げ
て
、
そ
れ
が
ま
ち
が
い
な
き
ベ
ア
ト
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
お

き
た
い
。
そ
の
第

一
の
証
拠
は
図
版
三
で
み
た
僧
を
は
さ
ん
で
の
三
人
の
人
物
が
、

図
版
八
に
も
写
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
図
版
三
の
中
央
の
僧
が
、
図
版

八
の
大
塔
石
段
む
か
っ
て
左
下
に
腰
を
お
ろ
す
僧
と
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
誰
の

目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
腰
を
お
ろ
す
そ
の
僧
の
横
で
左
足
を
石
段
の
地
覆
に

の
せ
て
立
つ
男
性
が
、
図
版
三
の
僧
の
む
か
っ
て
右
に
い
る
人
物
と
、
さ
ら
に
反
対

の
左
に
い
る
ひ
と
が
、
図
版
八
の
塔
中
央
縁
板
上
に
背
を
む
け
て
立
つ
男
性
に
そ
れ

ぞ
れ
同
じ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
貌
な
ら
び
に
そ
の
身
形
よ
り
し
て
疑
い
な
く
、
こ

の
二
枚
は
同
じ
日
に
ベ
ア
ト
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
何
人
も
認
め
ざ
る
を

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
証
拠
は
、
図
版
で
は
す
こ
し
わ
か
り
に
く
い
か
も
知
れ

な
い
け
れ
ど
も
、
塔
の
南
側
す
な
わ
ち
写
真
の
む
か
っ
て
右
側
に
長
身
の
ひ
と
り
の

外
国
人
男
性
が
、
両
手
を
腰
に
あ
て
重
厚
雄
大
な
多
宝
大
塔
を
見
上
げ
て
い
る
が
、

こ
の
外
国
人
男
性
は
顔
い
っ
ぱ
い
に
ひ
げ
を
た
く
わ
え
、
白
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に

黒
の
チ
ョ
ッ
キ
、
そ
し
て
ズ
ボ
ン
に
革
長
靴
と
い
う
出
立
で
あ
る
。
そ
れ
は
図
版
三

の
神
楽
所
の
石
段
に
三
人
の
外
国
人
が
座
る
う
ち
の
む
か
っ
て
右
端
の
男
性
と
同
じ

図
版
八
が
す
な
わ
ち
ベ
ア
ト
撮
影
の
八
幡
宮
多
宝
大
塔
の
古
写
真
で
あ
る
。
こ
れ

を
所
蔵
す
る
の
は
安
城
市
本
鐙
寺
林
松
院
文
庫
で
芸
、
写
真
の
大
き
さ
は
タ
テ
ニ
ハ
。

一
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
ニ
三

・
六
セ
ン
チ
を
計
測
す
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
四
ツ
切
の
左
右

を
〇

・
ハ
セ
ン
チ
づ
つ
、
天
地
を

I
・
一
セ
ン
チ
づ
つ
そ
れ
ぞ
れ
切
断
し
た
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
。
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
現
在
は
セ
ピ
ア
色
に
変
じ
て
い
る
が
、
映

像
は
き
わ
め
て
鮮
明
で
資
料
的
価
値
が
高
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
写
真
は
タ
テ

四
三

・
七
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
三
〇

・
〇
セ
ン
チ
の
画
用
紙
風
台
紙
に
貼
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
台
紙
は
冊
子
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
一
枚
を
は
が
し
た
よ
う
な
形
跡
が
あ
る
。

台
紙
に
は
写
真
の
下
に
フ
ラ
ン
ス
語
で

「K
am
ak
u
　
u
ra
　
l
b
m
p
le

　

d
u

　

fo
n
d
」
と

い

四



人
物
で
あ
り
、
か
れ
は
図
版

一
、
図
版
五
に
も
登
場
す
る
黒
の
帽
子
に
黒
の
オ
ー
バ
ー

姿
の
外
国
人
と
同

一
人
物
で
あ
る
に
ち
が
い
な
く
、
こ
の
面
か
ら
も
図
版
八
を
ベ
ア

ト
の
撮
影
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
第
三
に
指
摘
し
て
お

き
た
い
点
は
、
な
に
よ
り
も
こ
の
迫
力
あ
る
大
塔
写
真
の
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
が
、
他

の
追
随
を
許
さ
な
い
ベ
ア
ト
独
自
の
す
ぐ
れ
て
抒
情
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
事
実

で
あ
ろ
う
。
「写
真
集
」
か
ら
も
十
分
く
み
と
れ
る
ご
と
く
ベ
ア
ト
の
作
品
に
は
、
言

葉
や
文
字
で
は
表
現
し
が
た
い
通
奏
低
音
の
よ
う
な

一
種
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
、

か
れ
の
撮
影
に
な
る
写
真
と
直
感
的
に
判
断
で
き
る
何
か
が
あ
る
よ
う
に
お
も
え
て

な
ら
ず
、
図
版
八
の
多
宝
大
塔
な
ど
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
ひ
と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

か
く
て
図
版
八
も
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
の
と
同
様
ベ
ア
ト
が
写
し
た
も
の
と
な

れ
ば
、
注
目
さ
れ
る
の
は
す
で
に
図
版
七
で
み
た
塔
の
む
か
っ
て
左
に
薬
師
堂
が
み

え
る
こ
と
以
外
、
塔
手
前
右
に
仁
王
門
、
塔
後
方
に
鐘
楼
の
そ
れ
ぞ
れ
屋
根
の
一
部

が
写
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
仁
王
門
は
切
妻
造
り
和
様
の
三
間

一
戸
八
脚
門
で
、

垂
木
は
二
重
繁
垂
木
。
境
内
絵
図
に
そ
の
実
寸
を
桁
行
四
間
二
尺
四
寸
、
梁
間
二
間
二

尺
と
記
す
。
門
扉
の
中
央
上
方
に
は
、
上
宮
楼
門
の
寺
額
を
書
い
た
と
同
じ
曼
殊
院
入

道
二
品
親
王
良
恕
筆
の

「鶴
岡
山
」
な
る
山
号
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
芸
。
入
口
左

右
に
は
阿
吽
の
仁
王
像
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
分
離
時
こ
れ
は
寿
福
寺

へ
移
さ
れ
今

も
同
寺
に
現
存
す
る
芸
。
門
の
ほ
う
は
横
須
賀
市
浦
賀
の
某
寺

へ
移
築
さ
れ
、
俗
に

「浦
賀
の
赤
門
」
と
呼
ば
れ
て
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
n
、
い
ま
も
現
存
す
る
の
か

ど
う
か
未
調
で
あ
る
。

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

い
っ
ぽ
う
多
宝
大
塔
の
東
側
に
あ
っ
た
鐘
楼
は
、
境
内
絵
図
に
桁
行
三
間
二
尺
、

梁
間
二
間
七
尺
と
あ
り
、
高
い
石
垣
積
の
基
壇
上
に
入
母
屋
造
り
総
計
十
二
本
柱
の

建
物
で
、
こ
れ
に
正
和
五
年

(
こ
二
六
)
銘
の
径
一
〇
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
I
〇
・五

セ
ン
チ
と
い
う
か
な
り
大
型
の
梵
鐘
が
つ
ら
れ
て
い
た
。
黒
川
春
村

(
一
七
九
九
-

一
八
六
六
)
旧
蔵
の
そ
の
拓
本
が
早
稲
田
大
学
会
津
八

一
記
念
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
芸
、
金
沢
文
庫
に
も
拓
本
の
ひ
と

つ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
芸
。
梵
鐘
研

究
の
泰
斗
坪
井
良
平
氏

(
一
八
九
七
-

一
九
八
四
)
に
よ
れ
ば
、
八
幡
宮
の
梵
鐘
は

正
和
五
年
の
作
品
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
同
年
の
原
銘
を
入
れ
た
改
鋳
鐘
で
あ
っ
た

こ
と
を
次
の
ご
と
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
晶
。

二
九

一
一
二
七

　

鶴
岡
八
幡
宮
鐘

　

相
模

黒
川
春
村
旧
蔵
拓
本
。
陰
刻
。
拓
紙

(五
七

こ
(
×
六
三

・
七
)

(第

一
区
)

　

鶴
岳
八
幡
宮
鐘
銘
井
序

夫
当
宮
者

　

馬
台
東
成
之
州
鶴
岳
甲
区
之
地

摸
男
山
之
宗
銚
弘

　

尊
廟
之
権
扉
以
降
礼

神
之
圃
頌
祗
之
堂
焉
礼
頌
不
銀
春
禰
之
寞

秋
嘗
之
儀
矣
春
秋
幾
廻
鎮
護
年
尚
答
睨
日

新
然
間
去
茲
迎
姑
洗
不
図
欠
霊
祠
肆
深
仰

玄
監
忽
政
経
始
課
般
涯
分
是
尋
是
尺
用
規

矩
号
不
短
不
忌
土
木
之
勤
既
雖
及
両
祀
斧

斤
之
功
殆
可
謂
不
日
傍
斯
苔
嬬
而
複
鴻
基
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先
撃
蒲
牢
而
発
鯨
音
乃
作
銘
曰

(第
二
区
)

　

冶
鑓
甫
就

　

宝
器
鋳
陶

　

竜
文
製
妙

亮
巧
奇
標

　

形
非
侈
攬

　

声
不
撤
究

応
陰
陽
律

　

入
宮
商
調

　

小
大
共
振

清
濁
孔
昭

　

帯
霜
早
和

　

随
風
自
揺

式
驚
千
界

　

高
徹
九
霜

　

梵
響
無
断

章
三
会
朝

正
和
五
年
二
月
日

三
〇

買
取
っ
て
鋳
つ
ぶ
し
、
純
金
数
斤
を
得
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」
と
あ
る
の
を

参
照
す
れ
ば
琵
、
八
幡
宮
の
梵
鐘
は
正
和
五
年

(
こ
二
六
)
二
月
に
最
初
の
も
の

が
鋳
造
さ
れ
、
応
永
十
三
年

(
一
四
〇
六
)
七
月
十
八
日
の
火
事
で
そ
れ
が
被
災
。

お
そ
ら
く
梵
鐘
と
し
て
鳴
り
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
江
戸

幕
府
初
代
将
軍
徳
川
家
康
の
遺
命
を
う
け
て
、
二
代
将
軍
秀
忠
に
よ
る
元
和
八
年
(
一

六
二
二
)
か
ら
三
代
将
軍
家
光
の
寛
永
三
年

(
一
六
二
六
)
に
い
た
る
同
宮
の
大
々

的
な
造
替
の

一
環
と
し
て
、
建
長
寺
広
厳
庵
大
建
の
書
に
な
る
正
和
五
年
撰
の
原
銘

を
そ
の
ま
ま
入
れ
た
改
鋳
鐘
が
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
が
江
戸
時

代
二
四
〇
年
間
に
わ
た
り
、
梵
響
断
ゆ
る
こ
と
無
く
親
し
ま
れ
て
き
た
名
器
で
あ
っ

た
の
だ
が
、

つ
い
に
あ
の
忌
わ
し
い
神
仏
分
離
政
策
で
、
宝
戒
寺
住
職
静
川
慈
潤
師

の
生
々
し
い
談
話
の
ご
と
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
図
版
八
は
図
版
七
と
共
に
ベ
ア
ト
が
、
同
じ
八
幡
宮
の
多
宝
大
塔
を

ほ
ぼ
同
角
度
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
見
く
ら
べ
て
み

る
と
顕
著
な
ち
が
い
の
あ
る
事
実
に
誰
し
も
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ
の

へ
ん
の

と
こ
ろ
を
具
体
的
に
指
摘
す
れ
ば
、
ま
ず
第

一
に
図
版
八
は
、
塔
の
上
層
頂
部
に
下

よ
り
露
盤
、
伏
鉢
、
請
花
、
擦
、
九
輪
、
四
葉
、
六
葉
、
八
葉
の
三
花
輪
、
宝
珠
で

構
成
さ
れ
る
堂
々
た
る
相
輪
が
み
ら
れ
る
の
に
、
図
版
七
に
は
そ
れ
が
な
い
。
ま
た

図
版
八
は
相
輪
の
四
葉
か
ら
四
隅
に
む
か
っ
て
宝
鎖
が
垂
れ
、
そ
れ
を
と
り
つ
け
る

隅
降
棟
も
存
す
る
の
に
、
図
版
七
で
は
ま
っ
た
く
そ
れ
が
存
し
な
い
。
鎖
と
い
え
ば

図
版
八
の
上
層
中
央
に
、
露
盤
の
基
礎
よ
り

一
本
の
そ
れ
が
や
だ
る
み
に
添
っ
て
降

り
て
い
る
が
、
図
版
七
で
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
図
版
八
の
塔
の
縁

こ
れ
に
関
し
八
幡
宮
の
明
治
初
年
に
お
け
る
神
仏
分
離
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
安

政
三
年

(
一
八
五
六
)
生
ま
れ
の
同
宮
門
前
宝
戒
寺
住
僧
静
川
慈
潤
師
の
談
話
に
「多

宝
塔
の
右
少
し
斜
に
方
り
、
鐘
楼
が
あ
り
ま
し
た
。
梵
鐘
は
三
代
将
軍
家
光
の
寄
附

せ
ら
れ
た
名
器
で
あ
り
ま
し
た
が
、
鉄
槌
で
打
々
破
壊
せ
ら
れ
た
音
響
は
、
五
十
年

後
の
今
日
、
尚
ほ
拙
僧
の
耳
底
に
残
っ
て
居
る
心
地
が
い
た
し
ま
す
。
古
道
具
商
が

(銘
文
右
肩
の
○
は
異
体
文
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。)

*
神
奈
川
県
鎌
倉
市
鶴
岡
八
幡
の
鐘
銘
で
あ
る
。
『新
編
鎌
倉
志
』
に
は
こ
の
鐘
の
大

き
さ
を
径
三
尺
五
寸
、
厚
三
寸
五
分
あ
り
と
記
し
、
銘
文
を
掲
げ
た
う
え

「鶴
岡
社
務

次
第
に
。
応
永
十
三
年
七
月
十
八
日
小
町
辺
に
火
事
出
来
、
大
風
余
煙
鐘
楼
に
吹
付
る

刻
、

一
心
院
の
大
工
謀
を
致
し
、
鐘
楼
に
上
り
、
彼
の
火
を
消
、
然
し
て
新
に
造
詑
、

銘
は
正
和
年
中
の
古
本
を
写
す
、
建
長
寺
の
広
厳
庵
大
建
書
之
と
あ
り
」
と
記
し
て
い

る
の
で
、
銘
文
は
正
和
五
年
の
撰
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
拓
本
は
応
永
十
三

年
以
降
の
改
鋳
時
に
、
建
長
寺
広
厳
庵
大
建
の
執
筆
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
鐘
銘
の
拓
影
も

『集
古
十
種
』
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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事

項

か
ど
に
は
.
積
荷
の
よ
う
な
物
体
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
図
版
七
に
は
な
く
、
逆
に

　　

F

・
ベ
ア
ト
年
譜

一

一

一

一

図
版
七
で
は
、
石
段
の
右
に
板
戸
状
の
も
の
が
た
て
か
け
て
あ
り
、
塔
の
軒
下
あ
た

り
に
屋
根
材
の
棚
板
ら
し
き
山
積
み
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
明
ら
か
に
図
版
八
と
は
様

子
が
異
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
大
き
な
ち
が
い
は
、
図
版
八
で
は
塔
の
手
前
に
仁
王

門
、
う
し
ろ
に
鐘
楼
の
屋
根
の

一
部
が
写
っ
て
い
る
の
に
、
図
版
七
に
は
そ
れ
が
み

え
ず
、
と
く
に
仁
王
門
は
側
石
と
礎
石
だ
け
が
残
存
す
る
か
の
よ
う
な
感
を
与
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
図
版
七
と
八
で
は
、
同
じ
ベ
ア
ト
が
同
じ
八
幡
宮
の
多
宝
大
塔
を
撮

影
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
二
枚
の
写
真
に
は
相
当
顕
著
な
ち
が
い
の

あ
る
事
実
が
判
明
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
図
版
七
と
図
版
八
の

撮
影
時
期
が
、
明
瞭
に
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
か
る
現
象
は
す
で
に
み
た
通

り
図
版
五
、
図
版
六
の
神
楽
所
に
つ
い
て
も
い
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
す
く
な
く

と
も
ベ
ア
ト
は
二
度
に
わ
た
り
八
幡
宮
を
撮
影
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

問
題
は
そ
れ
が
い
つ
と
い
つ
で
あ
っ
た
か
だ
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
ベ
ア
ト
の
足
跡

を
斎
藤
多
喜
夫
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
年
譜
に
み
て
み
よ
う
n
。
ベ
ア
ト
が
日
本
に
や
っ

て
き
た
の
は
、
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
春
こ
ろ
で
、
翌
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)

十

一
月
、
か
れ
は
ワ
ー
グ
マ
ン
ら
と
共
に
鎌
倉

へ
撮
影
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
外
国
人
が
写
っ
て
い
る
図
版

一
、
三
、
五
、
八
は
そ
の
と
き
の
も
の
と
み

て
よ
か
ろ
う
し
、
図
版
四
も
神
楽
所
の
縁
上
に
お
い
て
あ
る
き
や
た
つ
が
図
版
五
に

あ
る
の
と
同
じ
で
、
か
つ
き
や
た
つ
の
左
つ
ま
り
神
楽
所
の
南
西
角
に
ズ
ボ
ン
姿
の

外
国
人
ら
し
き
人
物
が
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
も
同
時
の
撮
影
と
判
断
で
き
よ
う
。
他

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真



三

二

な
る
文
書
に
も
あ
る
通
り
n
、
下
宮
に
存
在
し
た
仏
教
関
係
諸
建
造
物
が
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
に
わ
ず
か
十
余
日
間
で
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
恐
る
べ
き
状

況
と
き
わ
め
て
よ
く
合
致
し
て
い
る
と
み
る
の
は
、
う
が
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
事
態
を
考
慮
に
入
れ
て
図
版
六
に
望
む
と
、
図
版
五
で
確
認
で
き
る
神
楽

所
正
側
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
扁
額
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
理
由
も
、
そ
れ
が
仏
教

的
内
容
で
あ
っ
た
た
め
と
理
解
で
き
る
し
、
石
段
右
の
大
き
な
礎
石
も
、
中
央
に
穴

が
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
多
宝
大
塔
の
心
礎
で
あ
っ
た
と
い
う
大
胆
な
推
測
も
可

能
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
神
仏
分
離
政
策
が
日
本
全
土
を
怒
濤
の
ご
と
く
襲
っ
て
い
た

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
ベ
ア
ト
は
横
浜
の
海
岸
通
り
十
七
番
に
写
真
館
を
開
設
し
、

写
真
家
と
し
て
の
地
位
を
確
乎
不
動
の
も
の
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
上
の
年
譜
よ
り

読
み
と
れ
る
。
当
時
外
国
人
に
は
横
浜
居
留
地
よ
り
十
里
四
方
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

し
で
旅
行
が
で
き
る
遊
歩
区
域
の
制
が
あ
り
、
馬
で
数
時
間
の
距
離
に
あ
る
鎌
倉
も

そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
芸
。
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
こ
ろ
に
ベ
ア
ト
が
、
再
度
鎌

倉
を
訪
ね
神
仏
分
離
の
暴
挙
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
は
た
し
て
そ
う
だ
と
す
れ
ば
図
版
六
、
七
は
、
そ
の
最
中
の
写
真
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
ま
こ
と
に
重
要
か
つ
興
味
あ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
右
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
ひ
と
つ
都
合
の
わ
る
い
事
実
が
あ
る
こ

と
を
開
港
資
料
館
の
斎
藤
氏
よ
り
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
同
館
に
所
蔵
さ
れ

る
ベ
ア
ト
の
ア
ル
バ
ム
五
点

(A
~
E
の
記
号
で
分
類
)
の
う
ち

『
写
真
集
』
で
、

「り
・
4
x
o
H
o
G
R
A
P
H
IC

　

V
IE
W
S
″
-
あ
る
外
国
人
が
バ
ラ
で
買
い
求
め
た
写
真

を
、
自
分
で
ア
ル
バ
ム
に
貼
り
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
二

一
枚
の
風
景

・
風

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

方
図
版
二
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
楼
門
む
か
っ
て
右
の
回
廊
部
屋
か
ら
顔
を

出
す
僧
が
、
図
版
三
、
図
版
八
に
写
る
僧
と
同
じ
に
み
え
る
こ
と
と
、
神
仏
分
離
で

真
先
に
破
却
さ
れ
る
回
廊
東
側
の
六
角
堂
が
い
ま
だ
健
在
な
こ
と
か
ら
、
同
じ
と
き

に
撮
ら
れ
た
写
真
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

す
る
と
ベ
ア
ト
が
撮
影
し
た
八
幡
宮
の
八
枚
の
写
真
の
う
ち
、
図
版
丁

二
・
三
・

四

・
五

・
八
の
六
枚
ま
で
が
元
治
元
年
十

一
月
の
も
の
と
な
れ
ば
、
残
る
図
版
六

・

七
の
二
枚
は
、
い
っ
た
い
い
つ
撮
ら
れ
た
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
に

示
唆
的
な
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
図
版
五
と
六
の
神
楽
所
、
図
版
七
と
八
の
多
宝

大
塔
に
お
け
る
写
真
内
容
の
顕
著
な
ち
が
い
で
あ
る
。
と
く
に
図
版
七
の
場
合
多
宝

大
塔
の
相
輪
、
宝
鎖
、
降
棟
の
欠
失
、
お
よ
び
仁
王
門
、
鐘
楼
の
消
滅
は
、

御
届
書

(楼
ヵ
)

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
御
社
内
在
来
之
薬
師
堂
、
護
摩
堂
、
大
塔
、
経
蔵
、
鐘

堂
、
仁

王
門
、
右
混
淆
之
佛
堂
取
除
キ
、
仁
王
門
跡
江
、
華
表
取
建
、
内
廓
三
面
、
塀
垣

別
紙
檜
圓
面
之
通
修
理
仕
侯
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上
、

鎌
倉鶴

岡
八
幡
宮

一
社
惣
代

明
治
三
午
年
五
月

　　　　　　　　　　　　　　

總
神
主筥

崎

　

博
尹
圃

神
奈
川
県御

役
所



俗
写
真
を
含
む
が
、
原
所
有
者
が
バ
ミ
ュ
ー
ダ
島

へ
旅
立
つ
ま
で
の
前
半
の
五
四
枚

が
、
横
浜
で
ベ
ア
ト
か
ら
購
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
D

ア
ル
バ
ム
の
随
所
に
、
{}―
`
」
と
い
う
ベ
ア
ト
が
鎌
倉
を
訪
れ
た
際
の
元
治
元
年

を
示
す
西
紀
の
書
込
み
が
み
ら
れ
芸
そ
の
D
ア
ル
バ
ム
に
は
図
版
二
、
四
、
五
、
七

の
八
幡
宮
写
真
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
図
版
七
の
多
宝
大
塔
の
み
を
神
仏
分
離
に
よ
る

解
体
中
の
写
真
と
み
な
す
の
は
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
至
極
も
っ

と
も
な
ご
指
摘
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
D
ア
ル
バ
ム
に
お
け
る
四
枚
の
八
幡
宮
写
真
に

は
、
い
ず
れ
も
西
紀
の
記
載
を
み
な
い
が
、
と
も
か
く
こ
う
な
れ
ば
図
版
五
、
六
の

神
楽
所
、
図
版
七
、
八
の
多
宝
大
塔
に
つ
い
て
の
違
い
は
、
別
の
解
釈
を
試
み
る
必

要
が
生
じ
て
く
る
。
た
と
え
ば
台
風
被
害
な
ど
に
よ
る
修
理
前
の
写
真
が
図
版
六
、

図
版
七
で
、
修
理
後
の
そ
れ
が
図
版
五
、
図
版
八
と
の
見
方
も

一
案
で
あ
ろ
う
。
そ

う
い
え
ば
図
版
四
の
護
摩
堂
に
は
修
理
を
お
も
わ
せ
る
足
場
が
か
か
っ
て
い
る
し
、

古
写
真
に
写
っ
て
い
る
多
く
の
建
造
物
に
は
し
ご
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
「
写
真

集
」
で
は
防
火
用
と
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
修
理
に
関
係
し
て
の
は
し
ご
か

も
知
れ
な
い
。

そ
こ
で
中
央
気
象
台

・
海
洋
気
象
台
編

『
日
本
の
気
象
史
料
』
に
あ
た
っ
て
み
た

と
こ
ろ
芸
、
は
た
し
て
元
治
元
年
八
月
八
日

(
一
八
六
四
年
九
月
八
日
)
に
強
烈
な

台
風
の
中
心
が
横
浜
を
通
過
し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち

武
江
年
表

　

九
日

　

夜
前
よ
り
雨

　

夜
明
よ
り
大
風
雨

　

南
風
扇
き

　

後
西

北
風
に
替
り

　

屋
上
塀
訪
大
破
に
及
ぶ
所
多
し

日
本
貿
易
新
聞

　

八
日
に
烈
し
き
旋
風
起
り
横
演
者
其
中
心
に
常
れ
り

　

八

日
の
夜
中
頃
よ
り
南
東
の
風
烈
し
く
な
り
翌
朝
に
至
り
て
益
々

烈
し
く
九
日
の
朝
十

一
時
頃
迄
強
く
暴
れ
た
り
し
が
、
此
と
き

に
至
り
て
急
に
欲
み
て

一
時
の
間
静
謐
な
り
し
が
風
急
に
北
西

に
愛
り
暫
時
の
間
雨
な
く

　

賓
に
驚
く
べ
き
暴
風
と
な
り
て
漸

く
日
暮
に
至
り
て
全
く
欲
み
た
り

　

此
と
き
晴
雨
儀
者

　

如
何

程
下
り
た
る
や
知
ら
ず
と
雖
も
港
内
に
あ
る
船

　

皆
蒸
1
　を
焼

き
出
す
程
な
れ
ば
極
め
て
除
程
下
り
た
る
べ
し

　

港
内
に
在
る

船
に
て
損
害
な
し
と
雖
も

　

ポ
ン
ド
及
び
波
止
場
者
大
な
る
害

を
蒙
り
小
船
は
海
岸

へ
打
上
ら
れ
た
り

　

朝
第
九
時
よ
り
第
十

一
時
の
間
の
勢
最
烈
し
き
時
軽
き
地
震
あ
り
て
暫
時
の
間
に
敵

み
た
り

(八
日
、
西
暦

ニ
テ
示
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
九
月
八
日
ナ
リ
)

(参

　

考
)

中
山
忠
能
日
記

　

八
日

　

晴
陰
巳
半
過
雨

　

終
日
雨
折
々
止
又
降
入
夜
止

亥
半
過
又
下

　

丑
半
計
已
後
烈
風
雨
止

九
日

　

晴
陰
不
定
風
烈

　

巳
朝
風
止
同
半
過
細
雨
後
晴
陰
小
雨

不
定
申
剋
晴
又
風

　

今
朝
井
水
濁
如
何
奇

高
田
市
史

　

九
日
大
雨

　

正
午
十
二
時
に
至
り

　

開

　

矢
代
諸
川
汎
濫

　

表

三

三

元
治
元
年
八
月
八
日

(
一
八
六
四
年
九
月
八
日
)

江
戸

　

大
風
雨

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真



と
あ
る
の
が
そ
れ
を
示
す
史
料
で
あ
る
が
、
ベ
ア
ト
が
鎌
倉
を
訪
れ
る
の
は
、
こ
れ

よ
り
二
ヶ
月
半
後
の
鎌
倉
事
件
が
起
き
る
十
月
二
十
三
日

(
一
八
六
四
年
十

一
月
二

十

一
日
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
図
版
六
の
神
楽
所
、
図
版
七
の
多
宝
大
塔
は
、

台
風
被
災
後
の
写
真
と
み
れ
な
く
は
な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
残
り
の
図
版
六
枚
の
撮

影
を
い
つ
と
み
る
か
だ
が
、
そ
の
際
D
ア
ル
バ
ム
の

{}回
{
}
を
無
視
で
き
な
い
と

な
れ
ば
、
必
然
的
に
元
治
元
年
中
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
問
題
は
そ
れ
が
図
版
六
・

七
の
前
か
後
か
で
、
も
し
前
と
す
れ
ば
ベ
ア
ト
は
同
年
八
月
に
イ
ギ
リ
ス
ー
ア
メ
リ

カ

ー
フ
ラ
ン
ス
ー
オ
ラ
ン
ダ
四
国
連
合
艦
隊
の
下
関
砲
撃
に
報
道
写
真
家
と
し
て
従

軍
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
後
と
み
れ
ば

年
内
は
わ
ず
か

一
ヶ
月
ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
の
間
に
護
摩
堂
を
除
く
諸
堂
の
修
理
復

興
が
完
了
し
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
的
に
や
や
無
理
な
面
が
あ
ろ
う
。

特
に
図
版

一
に
お
け
る
銀
杏
の
繁
茂
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
そ
の
感

を
深
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
結
局
ベ
ア
ト
は
元
治
元
年
八
月
の
下
関
砲
撃
ま
で

に
い
ち
ど
鎌
倉
を
訪
れ
、
図
版

一
二

万

三

・
四

・
五

・
八
を
、
そ
し
て
九
月
の
台

風
後
、
十

一
月
に
再
度
鎌
倉
旅
行
を
企
て
た
と
き
図
版
六
、
七
を
撮
影
し
た
と
み
る

の
が
、
も
っ
と
も
無
難
妥
当
な
見
方
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

た
だ
そ
の
場
合
や
は
り
気
が
か
り
と
な
る
の
は
、
図
版
七
に
仁
王
門
と
鐘
楼
が
み

三
四

お
さ
ら
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
へ
ん
今
後
も
っ
と
究
明
す

る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
指
摘
し
て
お
き
、
今
は
図
版
五
エ
(
、
図
版
七
・

八
の
違
い
を
い
ち
お
う
上
記
の
ご
と
く
み
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

以
上
、
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
写
真
家
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ベ
ア
ト
が
、

元
治
元
年
に
撮
影
し
た
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真
を
め
ぐ
り
、
ほ
し
い
ま
ま

な
考
察
を
め
ぐ
ら
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
か
れ
が
残
し
て
く
れ
た
こ
れ
ら

八
枚
の
古
写
真
は
、
何
度
も
記
す
通
り
神
仏
分
離
以
前
の
八
幡
宮
の
姿
を
如
実
に
伝

え
る
点
で
貴
重
こ
の
上
な
く
、
こ
と
に
横
浜
開
港
資
料
館
の

『
F

・
ベ
ア
ト
幕
末
日

本
写
真
集
』
に
も
入
っ
て
い
な
い
多
宝
大
塔
の
鮮
明
な
写
真
の
あ
ら
た
な
紹
介
は
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
同
塔
の
浬
滅
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
だ

け
に
、
そ
の
意
義
は
決
し
て
低
く
は
な
か
ろ
う
と
お
も
う
も
の
で
あ
る
。

末
尾
な
が
ら
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
図
版
写
真
の
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
鶴
岡
八

幡
宮
お
よ
び
横
浜
開
港
資
料
館
、
そ
し
て
懇
篤
な
る
ご
垂
示
を
た
ま
わ
っ
た
開
港
資

料
館
の
斎
藤
多
喜
夫
氏
、
京
都
大
学
の
根
立
研
介
氏
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
表
し
欄

筆
す
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

川
原
町
遵
道
路
上
二
尺
に
及
ぶ

註

え
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
両
建
造
物
が
明
治
三
年
の
神
仏
分
離
で
撤
去
さ
れ
る
以
前

　　　

2

に
、
元
治
元
年
の
台
風
で
倒
れ
、
そ
れ
を
再
建
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
だ
け
に
な

鎌
倉
市
史
編
纂
委
員
会
編

『鎌
倉
市
史

　

社
寺
編
』

　

一
九
五
九
年

一
〇
月
初
版

・

一
九
七
二
年

一
〇
月
三
版

　

吉
川
弘
文
館

　

六
九
~
七
〇
ペ
ー
ジ
。

1

　

鶴
岡
八
幡
宮
に
つ
い
て
は
左
書
が
詳
し
い
。

貫
達
人
著

『鶴
岡
八
幡
宮
寺
-
鎌
倉
の
廃
寺
』

　

有
隣
新
書
五
四

　

一
九
九
六
年

一

〇
月
第

一
刷

・
二
〇
〇
三
年
七
月
第
二
刷

　

有
隣
堂
。



版

　

五
四
ニ
ペ
ー
ジ
。

な
お
初
版
本

『明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
全
五
巻
は
、

一
九
二
六
年
か
ら

一
九
二

九
年
に
か
け
て
東
方
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

註
8
の

『新
編
鎌
倉
志
』
三
五
ペ
ー
ジ
。

註
9
に
同
じ
。

註
9
の
四
七
五
ペ
ー
ジ
、
五
四
四
ペ
ー
ジ
。

三
浦
勝
男

「鶴
岡
八
幡
宮
と
神
仏
分
離

(
一
)
-
社
蔵
宝
物
等
の
移
動
に
つ
い
て

I
」
(「
三
浦
古
文
化
」
四
)

　

一
九
六
八
年
五
月
。

同
右

「鶴
岡
八
幡
宮
と
神
仏
分
離

(
二
)
-
社
蔵
宝
物
等
の
移
動
に
つ
い
て
I
」

(「
三
浦
古
文
化
」
七
)

　

一
九
七
〇
年
三
月
。

清
水
真
澄

「五
島
美
術
館
の
愛
染
明
王
像
」
(「
三
浦
古
文
化
」

　

一
二

)

　

一
九
七
二

年
九
月
。
こ
の
論
文
は
の
ち
左
書
に
所
収
。

清
水
真
澄
著

『中
世
彫
刻
史
の
研
究
』

　

一
九
八
八
年
三
月

　

有
隣
堂

　

二
三
〇
~

二
四
〇
ペ
ー
ジ
。

三
浦
勝
男

「明
治
維
新
=
神
仏
分
離
令
の
発
令
-
鶴
岡
八
幡
宮
の
神
式
化
-
」

(「国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
-
貫
達
人

こ
二
山
進
編

『鎌
倉
の
す
べ
て
』
所
収
)

一
九
八
六
年

一
〇
月

　

至
文
堂

　

一
二

一
~

一
ニ
ハ
ペ
ー
ジ
。

根
立
研
介
著

「愛
染
明
王
」
(「
日
本
の
美
術
」
三
六
七
)

　

一
九
九
七
年
九
月

　

至

文
堂

　

六
ペ
ー
ジ

　

四

一
ペ
ー
ジ
。

註
9
の
四
七

一
ペ
ー
ジ
、
四
七
五
ペ
ー
ジ
。
註
12
の
三
浦
論
文

(
一
)
五
五
ペ
ー
ジ
。

文
化
庁
監
修

「重
要
文
化
財
」
二

一
-
書
跡

・
典
籍

・
古
文
書
Ⅳ

　

仏
典
Ⅱ
-

一
九

七
七
年

一
月

　

毎
日
新
聞
社

　

一
一
ハ
ペ
ー
ジ
。

註
9
の
五
四
ニ
ペ
ー
ジ
。
註
19
一
三
浦
論
文

(
一
)
五
五
ペ
ー
ジ
。

鶴
岡
八
幡
宮
社
務
所

「鶴
岡
八
幡
宮
年
表
」

　

一
九
九
六
年
六
月

　

続
群
書
類
従
完

成
会

　

四
六
六
ペ
ー
ジ
。

も
っ
と
も
貫
達
人
氏
は
註
1
の
著
書

一
七
七
ペ
ー
ジ
に
図
版
七
と
同
じ
写
真
を
掲
げ

て
、
多
宝
大
塔
と
薬
師
堂
は
江
戸
幕
府
第
十

一
代
将
軍
徳
川
家
斉

(
一
七
七
三
-

一

三
五

12 11 10

白
石
克
編

「新
編
鎌
倉
志

(貞
享
二
刊
)
影
印

・
解
説

・
索
引
』
二
〇
〇
三
年
二
月

汲
古
書
院
三
ニ
ペ
ー
ジ
。

9

　

辻
善
之
助
・
村
上
専
精

・
鷲
尾
順
敬
編

『新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
資
料
』
三
―
関

東
編

(2
)
-

　

一
九
八
三
年
七
月
第

一
刷

　

二
〇
〇

一
年
八
月
第
二
刷

　

名
著
出

3

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
編

「社
寺
境
内
図
資
料
集
成
」
東
北
・
関

東

・
中
部

・
中
国

・
四
国

・
九
州

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
調
査
報
告
書

　

二

〇
〇

一
年
三
月

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

二
〇
ハ
ペ
ー
ジ
。

4

　

関
口
欣
也
著

『鎌
倉
の
古
建
築
』

　

有
隣
新
書
五
五

　

一
九
九
七
年
七
月

　

有
隣
堂

一
三
五
~

一
三
七
ペ
ー
ジ
。

5

　

ペ
ア
ト
の
行
実
は
左
の
解
説
に
も
と
ず
き
記
述
し
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

斎
藤
多
喜
夫

「解
説
F
・
ベ
ア
ト

　

人
物
と
写
真
の
魅
力
」
(『別
冊
歴
史
読
本
』

　

一

二
-
五

(古
写
真
に
み
る
幕
末

・
明
治

　

今
、
蘇
る
激
動
の
時
代
の
決
定
的
瞬
間
)

一
九
八
七
年
七
月

　

新
人
物
往
来
社

　

一
七
〇
~

一
七
三
ペ
ー
ジ
。

6

　

横
浜
開
港
資
料
館
編

「
F

・
ベ
ア
ト
幕
末
日
本
写
真
集
」

　

一
九
八
七
年
二
月
第

一

刷

　

二
〇
〇

一
年
八
月
第
五
刷

　

横
浜
開
港
資
料
館
。

7

　

「
写
真
集
」
と
本
誌
掲
載
図
版
番
号
の
関
係
は
表
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
下
の
A
~

E
は
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
の
ベ
ア
ト
関
係
ア
ル
バ
ム
記
号
で
、
○
は
そ
れ
ら
の
ア

ル
バ
ム
に
番
号
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

八 七
1 .

ノゝ 五 四
一

一

一

一

一

一

図
版
番
号

も図
の版
が八
イ は
ギ安
り城
ス市
の ・

ピ本
I 謐
ボ寺
デ林
イ松
・院
工文
セ庫
ッの

ク所
ス蔵
博写
物真
館で
に `

もこ
あれ
る と
゜同
じ

49 50 46 50 51 48 47

写
真
集
の

頁
と
番
号

45 46 42 47 48 44 43

○ ○ ○ ○ A

○ ○ ○ ○ ○ B

○ ○ C

○ ○ ○ ○ D

○ ○ ○ E

8

　

明
治
初
年
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
こ
の
額
は
現
存
し
な
い
が
、
額
草
が
残
る
。

現
在
の
額
は
単
に

「八
幡
宮
」
と
な
っ
て
お
り
、
「寺
」
の
字
を
欠
く
新
し
い
も
の

で
あ
る
。
註
1
の
三
ペ
ー
ジ
。

鶴
岡
八
幡
宮
の
幕
末
古
写
真

17 14 1316 15



22 21 20

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

八
四

一
)
が
、
文
政
十

一
年

(
一
八
二
八
)
に
再
建
し
た
も
の
と
記
し
て
お
ら
れ

る
。
し
か
し
註
4
の
関
口
欣
也
氏
は
そ
の
著

一
八
七
ペ
ー
ジ
で
、
下
宮
の
仏
教
関
係

諸
堂
は
第
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠

(
一
五
七
九
-

一
六
二
二
)
に
よ
る
寛
永
元
年

(
一

六
二
四
)
か
ら
同
五
年

(
一
六
二
八
)
の
造
替
と
考
え
ら
れ
る
旨
の
記
述
を
さ
れ
て

い
る
。
本
論
で
は
関
口
説
を
採
用
し
た
が
、
な
お
検
討
を
要
し
よ
う
。

18

　

中
西
亨
著

『
日
本
塔
総
監
』

　

一
九
七
八
年

一
〇
月

　

同
朋
舎

　

四

一
三
~
四

一
四

ペ
ー
ジ
。

19

　

同
右

一
二
三
ペ
ー
ジ
、

一
ニ
ハ
ペ
ー
ジ
。

な
お
同
右
二
二
五
ペ
ー
ジ
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
徳
島
県
市
場
町
切
幡
寺
に
も

元
和
二
年

(
一
六

一
六
)
徳
川
秀
忠
建
立
の
旧
摂
津
住
吉
社
西
大
塔
が
移
築
さ
れ
て

い
て
重
文
の
指
定
を
う
け
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
く
方
五
間
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
つ

く
り
が
明
ら
か
に
多
宝
大
塔
と
は
異
な
り
、
天
台
系
の
二
重
方
形
大
塔
で
あ
る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編

『な
に
が
分
か
る
か
、
社
寺
境
内
図
』

　

二
〇
〇

一
年

一

〇
月

　

財
団
法
人
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会

　

二
三
ペ
ー
ジ
。

一
二
(
ペ
ー
ジ
。

三
六

34

　

D
ア
ル
バ
ム
に

118
6
4
j
の
書
込
み
が
み
ら
れ
る
写
真
を

『写
真
集
』
の
番
号
で
示

す
と
、
5

・
6

・
57

・
58

・
60

・
61

・
66

・
67

・
68

・
70

・
71

・
76

・
84

・
87

。

-

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

188

・
189

・
191

・
215

・
m一
・
m
一
・
236
の
二
一
枚
で
、
D
ア
ル
バ
ム
に
貼
ら
れ
る
ベ
ア
ト

の
作
品
五
四
枚
の
半
分
近
く
を
占
め
る
。
こ
の

{}S
`
」
と
い
う
の
は
、
撮
影
の
時

期
か
、
写
真
を
入
手
し
た
と
き
か
、
書
込
み
を
し
た
年
か
判
然
と
し
な
い
が
、
原
所

有
者
は

一
八
六
四
年
中
に
横
浜
で
ベ
ア
ト
か
ら
写
真
を
入
手
し
、
そ
の
後
バ
ミ
ュ
ー

ダ
島

へ
移
動
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
斎
藤
氏
は
い
わ
れ
る
。

35

　

中
央
気
象
台
・海
洋
気
象
台
編

『
日
本
の
気
象
史
料
』

　

一
九
七
六
年
六
月
第

一
刷
、

一
九
七
七
年
第
二
刷

　

原
書
房

　

二
四
九
ペ
ー
ジ
。

(補
記
)

鶴
岡
八
幡
宮
旧
蔵
の
愛
染
明
王
坐
像
に
つ
き
、
京
都
大
学
の
根
立
研
介
氏
よ
り

『明
治
維

新
神
仏
分
離
史
料
』
の
口
絵
写
真
と
五
島
美
術
館
蔵
の
そ
れ
と
が

一
見
別
像
の
よ
う
に
み
え

る
の
は
、
や
は
り
本
文
中
で
も
筆
者
が
ふ
れ
た
通
り
、
美
術
館
で
後
補
の
彩
色
を
除
去
し
古

仕
上
げ
修
理
を
行
な
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
本
像
特
有
の
脛
部
を
わ
た
る
腰
布
端
の
波
状
の

布
線
や
台
座
、
光
背
の
形
状
が

一
致
す
る
と
こ
ろ
よ
り
同

一
像
と
わ
か
り
、
写
真
の
角
度
や

レ
ン
ズ
の
違
い
が
起
因
し
て
異
像
の
感
を
与
え
る
と
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
補

記
し
て
根
立
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
く
お
も
う
。

(補
記
Ⅱ
)

ベ
ア
ト
に
つ
い
て
は
最
近
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
ど
も
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
補
記
し
て

お
き
た
い
。
ま
ず
生
年
は
従
来
い
わ
れ
て
い
た

一
八
二
五
年

(文
政
八
)
で
は
な
く

一
八
三

四
年

(天
保
五
)
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
最
後
の
事
跡
が
知
ら
れ
る
明
治
三
十
七
年

(
一

九
〇
四
)
は
七
十
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
ベ
ア
ト
の
父
の
名
も
ダ
ヴ
ィ

デ
・
ベ
ア
ト
と
判
明
し
、
か
れ
の
生
ま
れ
故
郷
は
ギ
リ
シ
ヤ
西
方
の
イ
オ
ニ
ア
海
に
浮
ぶ
当

時
イ
ギ
リ
ス
領
の
ゴ
ル
フ
島
と
わ
か
っ
た
か
ら
、
ベ
ア
ト
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
イ
ギ
リ

ス
国
籍
を
も
つ
元
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
民
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
(l
l
)

と
い
う
名
は
実
は
俗
称
で
、
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

(F
elice
j
が
正
式
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ー
ネ
ー
ム

で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
左
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

斎
藤
多
喜
夫

「幕
末
明
治

　

横
浜
写
真
館
物
語
」
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

一
七
五

二
〇
〇
四
年
四
月

　

吉
川
弘
文
館

　

五
六
~

一
〇
五
ペ
ー
ジ
。

註
1
の
ニ
ヱ
(
ペ
ー
ジ
。
註
9
の
四
七
五
ペ
ー
ジ
、
五
四
四
ペ
ー
ジ
。

註
12
の
三
浦
論
文

(
一
)
五
七
ペ
ー
ジ
、
六
七
ペ
ー
ジ
。
六
ハ
ペ
ー
ジ
。

林
松
院
文
庫

へ
こ
れ
が
入
っ
た
の
は
、
平
成

一
五
年

(
二
〇
〇
三
)
六
月
の
こ
と
で

あ
る
。

註
4
の

一
ハ
ハ
ペ
ー
ジ
。

註
8
の

『新
編
鎌
倉
志
』
三
ニ
ペ
ー
ジ
。

註
9
の
四
七
ニ
ペ
ー
ジ
、
五
四
四
ペ
ー
ジ
。
註
12
の
三
浦
論
文

(
一
)
六
六
ペ
ー
ジ
。

註
9
の
五
四
三
ペ
ー
ジ
。

真
鍋
孝
志
編

『梵
鐘
』
九
-
特
集

　

黒
川
春
村
旧
蔵
逸
亡
鐘
銘
拓
本
-

　

一
九
九
八

年

一
〇
月

　

古
鐘
研
究
会

一
〇
~

一
で
ペ
ー
ジ

　

四
七
~
四
ハ
ペ
ー
ジ
。

註
12
の
三
浦
論
文

(
一
)
五
六
ペ
ー
ジ
。

坪
井
良
平
著

『
日
本
古
鐘
銘
集
成
』

　

一
九
七
二
年
三
月

　

角
川
書
店

　

一
四
二
~

一
四
三
ペ
ー
ジ
。

註
9
の
四
七

一
ペ
ー
ジ
。

註
5
の

一
七
三
ペ
ー
ジ
。

註
9
の
五
四
三
ペ
ー
ジ
。

註
5
の

一
七

一
ペ
ー
ジ
。

33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23


